
の海外相場

Open
High
Low

Settlement
Change

EFP -0.30 - 0.10 -0.013 - 0.005 0.00 - 0.60 -7.50 - -5.00 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前 204.45 前2.5％ 予 2.7％ 前 0.3％ 予 0.2％

前28 予 22 前 -4.7% 予 2.0% 前 0.4％ 予 0.4％

前 130.8 予 131.0 前22.9万件 予 23.0万件

前 61.9 予 62.0

前 102.0 予 102.0

前 2.4％ 予 2.6％

前1.59 予 1.60

前 0.6% 予 0.6% 前 0.1 予 0.1 前 -2.2万人 予 -1.5万人

前 0.4％ 予 0.4％

前0.5％ 予 0.5％

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

1,312.0

-81.5 

2018/3/20

-2.2 

16.7

Gold (Moz)

971.0
980.5958.0

1,343.4

427.2

-77.8 

459.2 1,092.2

477.727.0 1,739.2

10.3

18.5 1,726.3

2,818.5

-267.9 

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

16.525
16.684

948.6

Europe

1,356.0
1,347.0

1,355.0

AM

1,348.40

 Fixing Prices

3月 リッチモンド連銀製造業指数 2月 個人所得

10-12月期GDP

Asia

5.1

Mon Tue

16.610

LBMA/LPPM Fixing ($)

3月26日

981.00

950.00

          コメント

Thu FriWed

Precious Metals

ゴールド・シルバーは上昇、プラチナは小幅上昇、パラジウムは横ばいとなった。米中が貿易摩擦を回避する方向で貿易交渉を開始したとの報道により米中
貿易摩擦に対する懸念が後退し、ドルが弱含む中で貴金属は全般的に上昇した。貿易戦争に対する懸念が後退した一方で、英南部で起きた元ロシア情報
員暗殺未遂事件に対する対抗措置として米政府が米国駐在のロシア外交官らを国外追放すると報道された事により米欧とロシア間の対立が高まり、投資家

がリスク回避姿勢を高めた事でゴールドは買いが優勢となり、1ヶ月ぶりの高値となる$1,353/ozまで一時上昇した。シルバーは欧州時間にゴールドにつられ

る形で上昇したが、米国時間にはコモディティ価格下落につられて上げ幅をやや削る展開となった。プラチナとパラジウムも同様にコモディティ価格下落の影
響を受けて上げ幅を削り、結果プラチナは小幅下落、パラジウムは横ばいとなった。

FX：

ドルは主要通貨バスケットに対して5週間ぶりの安値をつけた。リスクオフムードが和らいだ事でドルは円を除く他主要通貨に対して弱含んだ。ドイツ連銀の

ワイトマン総裁が2019年の利上げ実施を示唆するタカ派発言をしたこともユーロをサポートした。米ドル/円終値は105.42、ユーロ/ドル終値は1.2443。

3月26日

USA

2018年3月27日

965.5947.5
950.4
2.0

966.9
-4.7 

Source: LBMA/LPPM

PM

950.00

976.00

1,352.40

COMEX/NYMEX ($) Gold (Apr) Silver (May) Platinum (Apr) Palladium (Jun)

0.102

16.560
16.795

EU 3月 消費者信頼感

3月ミシガン大学消費者態度指数

2月 住宅販売保留指数

3月 シカゴ購買部協会景気指数

2月 個人消費支出1月ケース・シラー米住宅価格指数

独 消費者物価指数

JP 2月 有効求人倍率

英 10-12月期 GDP

JP 2月 失業率

3月 消費者信頼感指数

JP 2月 全国消費者物価指数

独  失業者数

新規失業保険申請件数

仏 10-12月期 GDP

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。  

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目的としており、

弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。 


